
高いハードルを乗り越え、
事業ポートフォリオの変革を果たす手助けを

　東洋紡は現在、最大の経営課題である事業ポートフォリオの組み
替えに取り組んでいます。時代の変化に伴って、築いてきた事業の 
競争力が損なわれ、ポートフォリオの変革を迫られている老舗企業に 
とって、持続的に成長していくために通らなければならない過程です。 
東洋紡では成長力が弱まっている事業がある中で足元の利益を 
重視しすぎた結果、重大な火災事故や品質問題が発生し、事業構造
を見直す必要性が生じました。まず、製造業の基盤である安全・ 
防災体制を強化し、品質保証体制を立て直しながら、一歩踏み
込んだ事業ポートフォリオの組み替えに着手し、竹内社長のもと
で非常にアクティブに取り組まれていることを高く評価していま
す。東洋紡の取締役会は、事業運営、研究開発、コンプライアンス
など多様なバックボーンを有する５名の社外取締役を揃えてお
り、活発な議論を行っています。その中で私は、製造業の経営を
担い、事業ポートフォリオの大転換を経験しています。変革は容
易ではありませんが、今後の存続と発展のためには乗り越えな
ければなりません。私は、東洋紡の変革に自身の経験を大いに 
役立て、竹内社長はじめ執行役員の背中を押し、その高いハードル
を乗り越える手助けをしていきます。
　足元では、コロナ禍の経済混乱、原燃料価格の高騰などが影響
し、営業キャッシュ・フローが落ち込んでいますが、安全・防災、品質
におけるゆるぎない信頼を勝ち取るための取り組みを進めながら、 
稼ぐ力を取り戻す経営をしなければなりません。化学メーカーはい
ずれも同様の課題に直面していると思いますが、コモディティ化が 
進んだ製品群は値上げが困難なため、まさにここが正念場です。 
東洋紡も製品価格の適正化、付加価値の高い製品へのシフトを 

進め、キャッシュを生み出す事業構造に変えていかなければなり
ません。

厳しい経営環境の中でこそ、
長期的な視点で高みを目指す経営が意味を持つ

　東洋紡が時代の変化に対応しながら社会への貢献を通じて 
成長軌道を描き続ける会社となるために、企業理念体系「TOYOBO 
PVVs」を掲げ、さらには「サステナブル・ビジョン2030」を策定した 
ことは非常に大きな意味があります。現在、地球環境や事業環境の
大きな変化に加え、デジタル・トランスフォーメーション（DX）の波も
押し寄せています。このようないくつもの大波を乗り越えていくには、
皆が長期的な視点で高い目標を見据え、そこに向かって一歩一歩
進んでいくことがとても重要になります。
　日本では得てして、DX はデジタル技術を導入することと捉えま
すが、本来 DXとはデジタル技術によって社会が変容することを 
意味しています。Amazonや Appleの成長を見るとまさにDX 先進
企業の力を実感します。DXは一つの方程式で全ての答えを出すよ
うなスピードとパワーを持ち、産業構造や職業構造も変わり、企業、
ライフスタイル、仕事の全てが新しくなります。そのような変化がす
でに産業界全体で始まっており、この巨大な波に乗るか、飲まれる
のか、企業も個人も、決断と行動を迫られています。
　東洋紡は「TOYOBO PVVs」を実現するため、既存の事業、既存
の業務をゼロベースで見直し、企業を作り変える必要があり、それ
にはDXが不可欠です。10年後には、東洋紡の事業ポートフォリオ
は大きく変わっているでしょう。今こそ経営がリーダーシップを発揮
し、成長し続ける企業へと転身していくべきであり、私も社外取締役
としてその変革をしっかりと推進していきたいと考えています。
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足元の課題や困難を乗り越えて
変革を成し遂げていく。
東洋紡の未来にご期待ください
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